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・調査時期：2017 年～ 2019 年（本学に入学し
た 4 月に調査した）
・対象人数：2017 年度生 38 名、2018 年度生 21






・対象：本学の 2019 年度生 30 名（1 年次）
・調査期間：2019 年 4 月～ 2020 年 1 月（通年













で 14 回実施した。ト音譜表課題は、1 小節
に 4 分音符を 4 つずつ配置し、合計 20 小節
であり 4 分音符 1 つを 1 点として採点したた
め、上限 80 点満点の課題である。一方、ヘ
音譜表課題は、1 小節に 4 分音符を 4 つ配置
し、計 16 小節であり 4 分音符 1 つを 1 点と
して採点したため、上限 64 点満点の課題で





















































2017 0.26 0.47 0.16 0.11
2018 0.33 0.43 0.05 0.19


































ない」と回答した者は 66％となり約 2 倍以上
の差が見られた。また、スラスラ読める、の項
スラスラ読める ゆっくりなら読める あまり読めない 読めない
2017 0.24 0.47 0.13 0.16
2018 0.19 0.33 0.19 0.29








2017 0.5 0.24 0.24 0.02
2018 0.05 0.38 0.19 0.38











































図 4 は、2019 年度生 30 名が「器楽」の冒頭
に 1 分間ずつ通年で同一のト音譜表課題、ヘ音
譜表課題に取り組んだ結果である。各課題と
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難い。1 回目の 16 点と 14 回目の 25.5 点を比較
すると明らかに通年通して課題に取り組むと力
はついている。しかし、ト音譜表課題の 14 回



























































































































































































































































州大学子ども学部紀要、第 2 号、2010 年、
15-25 頁
9） 二宮貴之・櫻井琴音「音楽経験者・未経験
者における読譜力育成に向けた取り組み
（第２報）－考案課題のデータ分析を中心
に－」、西九州大学子ども学部紀要、第 3 号、
2011 年、13-25 頁
10） 文部科学省「小学校学習指導要領（平成
29 年公示）」
11） 文部科学省「幼稚園教育要領解説（平成
30 年）」
付記：本研究は聖隷クリストファー大学研究費
取り扱い規程第 3 条（2）国際学会参加費の
補助の規定により補助を受け、国際学会に
おいて研究成果を報告している。
